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1．日　時

2．場　所

3．議　題

4．資　料

平成9年2月19日（水）

14：00～15：40

委員会会議室

（1）前回議事要旨の確認

（2）第16号科学衛星（MUSES－B）「はるか」打上げ結果概要につ

　　いて

（3）NASAの1998会計年度予算について
（4）利用者のための地球観測APECセミナーの開催について

委5－1
委5－2
委5－3
委5－4

第4回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨（案）

M－V－1号機発表文
NASAの1998会計年度予算について
利用者のための地球観測APECセミナーの開催に
ついて



’

1．日時

2．場所

3．議題

4．資料

第4回宇宙開発委員会（定例会議）

　　　　　議事要旨（案）

平成9年2月12日（水）

14：00～15：00

委員会会議室

（1）前回議事要旨の確認について

（2）野村委員長代理の仏国宇宙開発機関等視察について

（3）第1回宇宙協力イニシアティブの調整のためのダイアローグ

　　会合の結果について

委4－1

委4－2

委4－3

第3回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨（案）

野村宇宙開発委員長代理の仏国宇宙開発機関等視察に

ついて

第1回宇宙協力イニシアティブの調整のためのダイア

ローグ会合の結果について

5．出席者

　　　宇宙開発委員会委員長代理

　　　宇宙開発委員会委員

　　　　　　，’

　　　　　　〃

関係省庁

　通商産業省機械情報産業局次長

　郵政大臣官房技術総括審議官
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事務局

　科学技術庁研究開発局宇宙政策課長 千　葉 貢　他

6．議事

　（D議事要旨の確認について

　　　第3回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨（案）　（資料委4－1）が確

　　認された。

（2）野村宇宙開発委員長代理の仏国宇宙開発機関等視察について

　　科学技術庁研究開発局調査国際室　中西室長より、資料委4－2に基づき、

　1月27日～31日に行われた野村委員長代理の仏国宇宙開発機関及びアリ

　アン93打上げ等視察結果の概要について報告があった。

（3）第1回宇宙協力イニシアティブの調整のためのダイアローグ会合の結果に

　　ついて

　　科学技術庁研究開発局調査国際室　海野係長より、資料委4－3に基づき、

　1月20日～22日に北京にて行われた第1回宇宙協力イニシアティブの調

　整のためのダイアローグ会合について、本会合に至るまでの背景、日本側の

　基本方針、結果概要等の説明があった。

　　これに関し、委員より、今回の会合とアジア太平洋地域宇宙機関会議（A

　PRSAF）の役割の違い、本会合を3回行う理由、　ESCAPにおける小

　型衛星等の共同プロジェクトと「持続的開発のための地域宇宙応用プログラ

　ム」（RESAP）との関わり方等について質問があった。

以上
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M－V－1号機発表文

平成9年2月12日
宇宙科学研究所
観測ロケット実験班

　M－V－1号機iは、日本標準時の平成9年2月12日13時50分、ランチャ設定上下角82．6．、

方位角92．9．で発射されました。

　第1段の燃焼と飛翔は正常で、発射後75秒に第1段の切離しと第2段の点火が同時に行

われました。第2段の燃焼と飛翔も正常で、発射後197秒ノーズフェアリングを正常に関

頭しました。発射後215秒には第3段のノズルを正常に伸展し、その3秒後第3段モータが

点火されました。第3段の燃焼と飛翔も正常で、燃焼終了後毎秒0．8回のスピンにより上

段の姿勢を安定させました。

　第4段は、コマンド電波による点火秒時の修正に従い、発射342秒後にノズルを伸展、

その2秒後に高度230㎞において正常に点火しました。第4段の燃焼は正常で、第16号科

学衛星MUSES－Bを予定の長楕円軌道に投入しました。

　宇宙開発事業団の勝浦及び小笠原追跡所では、それぞれ投入周回における電波を受信

しました。

　米国航空宇宙局ジェット推進研究所のサンチャゴ局（チリ大学）では日本標準時14時

29分45秒、衛星からの電波を受信しました。

　また国立極地研究所南極昭和基地でも日本標準時16時04分30秒に衛星電波を受信しま

した。

軌道に乗ったMUSES－B3の国際標識は97005Aとなりました。軌道要素の暫定値は、近

地点220km、遠地点21，000km、軌道傾斜角31．、周期6時間ll分です。軌道に乗った

MUSES－Bは「はるか」　（遥か）と命名されました。

光学班は発射後172秒までロケットを追跡しました。

本日の天候は晴れ、南東の風7m／sでした。

　この実験においてロケット及び衛星電波追跡に協力された宇宙開発事業団、国立極地

研究所、宮崎大学、米国航空宇宙局、チリ大学並びに実験実施に協力された関係各方面

に感謝します。

　これをもちまして、宇宙科学研究所の平成8年度第2次観測ロケット実験は全て終了し

ました。関係各方面に深甚の謝意を表します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
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委5－3－1

NASAの1998会計年度予算の概要

1997年2．月19日

調　査　国　際　室

1．概説

　　1997年2月6日、クリントン大統領は1998会計年度（1997年10月1日～

　1998年9月30日：以下、年度と呼ぶ）の予算教書を米国議会に提出、公表

　した。このうち、NASA予算は135億ドルであり、1997年度認可予算の

　137．092億ドルから1．5％減となった。

　　長期予算案では、1998年度135億ドル、1999年度134億ドル、2000年度

　以降132億ドルと安定した予算を計画しており、1993年度以降減少を続けて

　いた6年間（1995年～2000年）の累計予算が増加に転じた。

　　1998年度の常勤職員数（予算定員）は19，559人であり、1997年度と比較

　して、942人（士6％）の減少である。

2．増減額した主な項目

（1）増額した項目

　地球観測、航空及び宇宙輸送技術

（2）減額した項目

　米ロ宇宙協カブログラム、スペースシャトル、ペイロード及び利用運用、ラ

　イフサイエンス・微小重力科学及び応用、学術プログラム、宇宙通信サービ

　ス

3　主要分野の1998年度予算

（1）有人宇宙飛行予算は、米ロ協力プログラムとペイロード及び利用運用を中

　　心に減額となったが、宇宙ステーション関連経費は、21億ドルの水準を維

　　持。

（2）宇宙科学予算は微増し、宇宙赤外線望遠鏡（SIRTF）の開発を新規に

　　要求。

（3）地球観測分野では、1998年度に最初の地球観測システム衛星EOS－A

　　M1及びランドサットー7の打上げを予定しており、増額。

（4）航空・宇宙輸送技術分野では、再使用型宇宙往還機（RLV）と高性能コ

　　ンピューーティングを中心に増額。

（5）ミッション支援分野では、データ中継衛星TDRS－H（1999年打上げ

　　予定）の完成が近づいているため、宇宙通信サービスを中心に減額。
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NASAの1998会計年度予算について
平成9年2月19日
調査国際部

　1997年2月6日、クリントン大統領は1998年度（1997年10月1日
～1998年9月30日）の予算教書を米国議会に提出し、公表した。本資料は、
同時に公表されたNASA予算案の内容を整理したものである。

　1998年度米国国家予算案の総括表を表一1に示す。

1．ゴールディン長官の予算案公表説明

●　ダニエル’S6ゴールディンNASA長官の予算案公表説明の概要を以下に示す・
　　　なお、その時の声明文の翻訳を別紙一1に示す。

（a）1998年度NASA予算案の総額は135億ドルである。
（b）今後のNASAの長期予算案は、安定したものとなることが予定されており、

　1993年度以来減少し続けていた長期予算案が上昇に転じ、1996年度予算
　要求時の長期予算案のレベルまで回復した。これは、クりントン大統領の宇宙に

　対するコミットメントを表している。

（c）安定した予算を与えられたことにより、宇宙の誕生、銀河・恒星・惑星の成り

　立ちや地球上の生命に関する謎に答えるためのオリジン計画をざらに推進するこ

　とが可能となった。特にマーズ・サーベイヤ計画による火星からのサンプル・リ

　ターンの実施（2005年）、宇宙赤外線望遠鏡（SlR丁F）の打上げ（20
　01年）、次世代宇宙望遠鏡のための技術開発などが挙げられる。

（d）シャトル運用の効率化が着実に進み、シャトルの予算は過去4年間に24％も

　削減されたが、シャトルは以前よりも安全になったばかりでなく、機能も向上し

　ている。シャトルは、米国民に彼らが納めた税金以上のものを返している。

（e）国際宇宙ステーションは、本年11月に最初の要素を打ち上げるという歴史的

　な出来事を迎える。この一歩から、NASAは他の惑星への道しるべをつけると
　共に、宇宙の広大な広がりを探査するために前進する。

（f）再使用型宇宙往還機（RLV）計画では、低軌道への打上げ費用を1／10に

　すなわち1ポンド当たり1000ドルにするような技術開発と実証を行う。

（9）我々は上記の非常に刺激的なミッションを、4年前に予想していたよりも少な

　い予算で実行している。また、1992年には25，000人いたNASA職員
　は現在19，000人程度となっている。
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また、その他の主な補足説明を次に示す。

（a）三一1は、1998年度予算とその後の予算を、計画通りに実施することによ

　って・ゴールゲイン長官のモットー”Faster，Better，Cheap
　er”を実現する例として、地球・宇宙科学分野における衛星の開発費の削減、

　開発期間の短縮及び年間打上げ回数の増加を予測したものである。

（b）図・一2は、NASA予算における分野別の比率の推移を示しており、スペース

　●シャトルの運用の効率化等により、定常的な経費の削減を進め、有人宇宙飛行

　の比率を減少させ・一方で科学と航空及び宇宙輸送技術開発の比率を高めている。

（c）質疑応答の中で・宇宙サミットの開催について問われたゴールディン長官は、

　宇宙サミットの開催を提案していたミカルスキー上院議員も今回の安定した予算

　に満足しており、宇宙サミットを開く必要はないと発表している旨を紹介した。

2．1998年度予算案の特徴

（1）1997年度実行予算との全体比較

　1997年度実行予算と1998年度予算案との分野毎の比較を表一2に、プロ
グラム毎の詳細な比較を表一3にそれぞれ示す。図一3は表一2の分野毎の比較表

を図示したものである。

（2）主要な増加項目と減少項目

①増加した主要項目

　　一・地球観測

　　一航空及び宇宙輸送技術

②減少した主要項目

　　一米ロ宇宙協カプログラム

　　ースペースシャトル

　　ーペイロード及び利用運用

△　55・7百万ドル（対前年比　15．496増）
△130・0百万ドル（対前年比　　9．7％増）

▲100・0百万ドル（対前年比100．096減）
▲173・1百万ドル（対前年比　　5．5％減）
▲　47・9百万ドル（対前年比　17．496減）

一ライフサイエンス・微小重力科学及び応用

　　　　　　　　　　　　　▲　　29
一学術プログラ．ム　　　　　▲　24

一宇宙通信サービス　　　　▲　32．

・5百万ドル（対前年比　12．1％減）
・0百万ドル（対前年比　19．996減）
　0百万ドル（対前年比　11．5％減）

（3）分野毎の特徴

　（a）有人宇宙飛行予算は、米墨協力プログラムとペイロード及び利用運用を中心

　　に減額となったが、国際宇宙ステーション関連経費は、21億ドルの水準を維
　　持している。

　（b）宇宙科学予算は微増し、宇宙赤外線望遠鏡（SlRTF）の開発を新規に要

一2
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　求している。

（c）地球観測分野では・1998年度にEOS－AM1とランドサツトー7の打
　上げを予定しており、予算は増額となった。

（d）航空・宇宙輸送技術分野では、再使用型宇宙往還機（RLV）と高性能コン
　ピューティングを中心に増額となった。

（e）ミッション支援分野では、TDRS－H（1999年打上げ予定）の完成が
　近づいているため、宇宙通信サービスを中心に減額となった。

3．2002年度までのNASA長期予算案の推移

　　　　1998年度予算案において、今後のNASAの長期予算案は、安定したものと
　　　なることが予定されている。このため、1995年度から2000年度までの6年

●間の累計予算は820億ドルとなり・1997年度予算要求時の累計予算79・億
　　　ドルに対して3・8％増となった。この累計予算は1993年度予算要求時以来、
　　　減少し続けていたが、6年振りに増額に転じたことになる。　（図一4参照）

　　　　なお、1995年度以降のNASA予算の実績と予定は次の通りである。

1995年度：
1996年度：
1997年度：
1998年度：
1999年度：

144．　637億ドル
1　3　8．　2　0　7億ドノレ

137．　092億ドル
135億ドル
1　3　4億　ドノレ

2000年度以降：132億ドル

4．NASA職員数の削減

　1998年度の常勤職員数（予算定員）は19，559人であり、1997年度
と比較して、942人（4．696）の減少である。

　図一5は・1993年度から2000年度にかけてのNASA職員の再編過程を
示している。

5．1998年度のNASA主要プロジェクト

5．1　有人宇宙飛行

・総予算は53億2650万ドルである。

（1）国際宇宙ステーション　21億2130万ドル
・宇宙ステーション・プログラムは、年間21億ドル、総額174億ドルの予算枠

　内で実施され、2002年6月に完成する。
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　（a）宇宙ステーション開発　13億8610万ドル
　・初期要素（FEL）として、米国所有で己シア製のFGBが1997年11月
　　に打ち上げられる。

　・ノード1とPMA（与圧連結アダプタ）一1及び2が1997年12月に打ち
　　上げられ、FGBとドッキングする。

　’Z1トラス・PMA－3・船外活動サブシステムなどが1998年7月に打ち
　　上げられ、組み立てられる。

　（b）宇宙ステーション運用　4億9010万ドル
　01998年度には・ヒューストン・ミッション・コントロー・ル・センター（M

　　CC－H）が機能を開始する。

　（c）宇宙ステーション研究　2億4510万ドル
　’国際宇宙ステーション用に・重力生物学施設（GBF）、遠心力施設（CF）

　　など7つの主要研究施設とその支援装置、及びEXPRESS（宇宙ステーシ
　　ョン行き迅速実験処理）ラック／パレットの開発を行っている。

　●ミールへのシャトルミッション（全部で9回）のうち、最後の2回が1998
　　年度に予定されている。

（2）米ロ宇宙協力計画　　0万ドル

・ロシア宇宙庁（RSA）との契約（「プリローダ」に搭載する科学機器の設計・

　製作・打上げ・国際宇宙ステーションーシャトルのドッキング機構の納入など）

　が1997年度に終了するので、1998年度予算はなし。
（3）スペースシャトルプログラム　29億7780万ドル
・1998年度には次のように7回の飛行が予定されている。

　　　　STS－87（1997．10）：USMP（米国微小重力ペイロード）一4
　　　　STS－88（1997・12）：国際宇宙ステーション組立（第1回）

　　　　STS－89（1998．1）＝8回目のシャトル・ミーールミツション

　　　　STS－90（1998．3）＝ニューロラブ（最後のスペースラブミッション）

　　　　STS幽91（1998・5）：9回目（最後）のシャトル・ミールミツショ・ン

　　　　STS－92（1998・7）：国際宇宙ステーション組立（第2回）

　　　　STS－93（1998．8）：AXAF（先端X線天体物理観測機）の打上げ
（4）ペイロードの利用と運用　2億2740万ドル

5．2　宇宙科学

・総予算は20億4380万ドルである。
・宇宙の創造、銀河・恒星・惑星の形成、地球上の生命の起源を探る「オリジン

（起源）計画」を宇宙科学事業の統一テーマとして掲げ、これを推進している。

（1）宇宙赤外線望遠鏡（SlRTF）の開発　8140万ドル
・軌道上大天文台計画の第四（最後）のミッション。
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・赤外線域で、宇宙の生成・形成に係わる観｝則を行う。1998年度開始の新規要

　求項目であり、2001年の打上げを予定している。
・当初計画より規模を縮小（開発費を1／4に、打上げロケットをタイタンからデ

　ルタに）し、打上げ年を2002年から20b1年に早めた。

（2）先端X線天体物理観測機（AXAF）の開発　9220万ドル
・軌道上大天文台計画め第三のミッションで、1998年8月にシャトルで打上げ
　予定。

・X線で太陽からクエーサーに至るまでの観測を行う。

（3）相対性理論検証ミッションの開発　4560万ドル
・「重力プローブB」と呼ばれる衛星により、相対性理論を検証する。

・2000年10月にデルタ2で打ち上げる予定である。
（4）カッシー二の開発　900万ドル

・タイタン衛星を含む土星システムの探査を行う。ESAが提供するホイヘンス．
　プローブをタイタン衛星へと投下する。

・1997年10月にタイタン4で打ち上げられ、土星には2004年6月に到達
　する予定である。

（5）山鼠・電離圏・中間圏のエネルギー学及び力学（TlMED）の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4820万ドル
・地球大気の中間圏及び、熱圏／電離圏の底部のエネルギーの調査を行う。

・2000年1月に中・軽量級打上げロケットで打ちょげ予定である。

（6）ペイロード・機器の開発　1230万ドル
・国際協力の下で開発される衛星に用いる機器やペイロードの開発を支援する。

・日本のX天文衛星アストロEにゴダード宇宙飛行センターのX線分光計を搭載す

　る。また、ESAのX線マッピングミッション（XMM）やlNTEGRALに
　も機器を搭載する予定である。

（7）エクスプローラ計画　1億4270万ドル
・小～中型衛星を使って物理学・天文学調査を、高頻度、低コストで行うプログラ

　ムである。内訳は以下のとおり。

　　　　一デルタ級

　　　　　　　　ACE（先進組成探査機）（1997．12、デルタ2）　550万ドル
　　　　ーデル心血から中量級へ移行

　　　　　　　　FUSE（遠紫外線分光探査機）（1998．10、デルタ7320）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2680万ドル
　　　　一中量級探査機（MlDEX：開発費≦70M＄）　6240万ドル
　　　　　　　　lMAGE（磁気圏界面からオーロラまでのグローバル探査イメ

　　　　　　　　　　　　ージャ）2000年度打上げ予定

　　　　　　　　MAP（マイクロ波非等方性プローブ）2001年度打上げ予定
　　　　一軽量級探査機（SMEX：開発費≦35M＄）　　3780万ドル
　　　　　　　　TRACE（遷移領域及びコロナ探査）　（1997．10、ペガサス）

　　　　　　　WlRE（広角赤外線探査）（1998．8、ペガサス）
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亀

　　　　一大学級探査機（UNEX：開発費≦数M＄）　　　420万ドル
　　　　　　　　1997年度AO発行・選走
　　　　　　　　1999年度超軽量ELVで打上げ
　　　　一探査計画立案　　　　　　600万ドル
・新たなデルタ級ミッションはコスト低減の一環で、予算化されていない。

（8）ディスカバリー計画　1億0650万ドル
。品質の高い科学調査を行う小規模惑星探査ミッションを、高頻度、低コストで行
　うプログラム。

●開発コスト（フェーズC／D～打上げ十30日）を1億5000万ドル（199
　2年度ドル価1以内・開発開始から打上げまでの期間を3年以内と限定している。

01996年2月に近地球小惑星ランデブー（NEAR）をデルタ2で打ち上げた。
’1996年12月にマーズ・パスファインダーをデルタ2で打ち上げ、火星には

　1997年7月4日に到着予定である。
g1997年9月に月探査機ルナ・プロスペクターをLLV2（Lockheed　Launch
　Vehicle　2）で打上げ予定である。

oワイルド2彗星のダストを収集する、スターダスト・ミッションは1999年2
　月に中・軽量ロケットで打ち上げられ、2006年1月に帰還予定である。

’更に2つのミッションが現在検討されており、1997年秋に選定を終了する予
　定である。

（9）マーズ・サーベイヤー計画　1億3970万ドル
’火星の詳細な探査を目的とした小規模ミッションを継続的（26ヶ月毎）に行う。

o予算内訳は・マーズ・サーベイヤー98周回心及び着陸機に4050万ドル、将
　来ミッションに9920万ドルである。

’周回機の打上げが1998年12月、着陸機の打上げが1999年1月に予定さ
　れている。また・後続の周回機・着陸機のペアの打上げが2001年2月、20

　03年、2005年にも予定されている。
’火星からのサンプル・リターン・ミッションの打上げが、2qo7年から200
　5年に早められた。

（10）ニューミレニアム計画　7570万ドル
・科学衛星や機器の設計、・開発に革新をもたらす技術の研究を行う。

’1998年7月にDS1が打ち上げられ、小惑星と彗星への飛行を行う。DS2
　は火星表面に打ち込むペネトレータであり、1999年1月打上げのマーズ・サ

　ーベイヤ98の着陸機に搭載される。

’1998年度より・外惑星探査技術として、先進型放射性同位元素熱電発電機

　（RTG）とマイクロエレクトロニクスの技術開発を開始する。

（11）先進宇宙技術　1億5120万ドル
●性能や成果を落とすことなくミッションコストを削減するために必要な革新的技

　術の開発を行う。具体的には、高効率進行波管（TWT）の開発、マーズ．パス

　ファインダの小型ローバの開発、天体・惑星観測のための高性能赤外線検出器の

　開発など・部品ないしコンポーネント、サブシステムレベルの技術開発を行って
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　　　　いる。

　　　・これは宇宙科学事業だけの活動ではなく、全事業で協力して推進されている。

　　　（12）ミッション運用・データ解析（MO＆DA）　5億0740万ドル
　　　・ハッブル宇宙望遠鏡、ガリレオ木星探査機など、運用中の衛星・探査機のミッシ

　　　　ョン運用・データ解析を行う。

　　　（13）支援研究・技術開発（SR＆T）　3億1120万ドル
　　　・SR＆Tには次のプログラムを含む。
　　　　　　　宇宙物理学研究・解析

　　　　　　　天体物理学研究・解析

　　　　　　　惑星学研究・解析

　　　　　　　ミッション検討及び技術開発

　　　　　　　SlRTF　ATD（先進技術開発）

　　　　　　　TIMED　ATD●
　　　　　　　オリジン　ATD（1998年度新規）
　　　　　　　　　　　軽量で展開可能な宇宙望遠鏡技術、宇宙望遠鏡の干渉計技術、

　　　　　　　　　　　Keck2地上望遠鏡の干渉計技術
　　　　　　　探査技術開発（1998年度新規）
　　　　　　　　　　　火星・エウロバ・彗星・小惑星の遠隔探査技術、現場の調査技術

　　　　　　　情報システム

　　　　　　　高性能計算・通信

　　　（14）亜軌道プログラム　8440万ドル

　　　・高頻度・低コストな飛行機会を宇宙科学研究者に提供するプログラムである。

　　　・航空機を利用した、赤外線天文学のための成層圏観測（SOFlA）の開発をド

　　　　イツのDARAと協力して実施する。　SOF置Aは1997年度に開発が開始さ
　　　　れ、2001年10月から運用される予定である。

5・3　ライフサイエンス・微小重力科学及び応用

・総予算は2億1420万ドルである。

（1）ライフサイエンス　8550万ドル
・医学・生物学、環境科学及び関連技術に対して、基礎及び応用研究を支援する。

・1998年度には、STS－90で16日間に32の科学実験を行う。　（ニュー
　ロラブ・ミッション、CNES，　CSA，　DARA，　ESA，　NASDAも参加）
（2）微小重力研究　1億0140万ドル

・1998年度のSTS－87でUSMP（米国微小重力ペイロード）一4ミッシ
　ョンを行う。

（3）宇宙製品開発　1290万ドル

・NASA、大学及び産業界による費用分担協力により、民間企業による宇宙関連
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　　　　商品開発のための研究を行う。

　　　01998年度に・タンパク質結晶の構造解析のため、国際宇宙ステーションに搭
　　　　載するX線回折設備を開発する。

　　　・1998年度に・商用宇宙センター（CSC）でLED（発光ダイオード）技術
　　　　の光による黒色腫等の治療の臨床実験を行う。

　　　（4）スペースシャトル／スペースラブ・ミ’ツション管理及びインテグレーション

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　690万ドル
　　　’エネルギー省が資金を出すアルファ線磁力分光計がSTS－91に搭載され、．反

　　　　物質と失われた物質の宇宙的起源の研究を行う。この後、国際宇宙ステーション

　　　　に搭載される。

　　　・1998年度に実施する、ライフサイエンス及び微小重力科学の研究に関する3
　　　　回のスペースシャトルによる打上げ関連資金。

●15張驚舞糊着Al題！ll．ミッションにおける医学サポート資金．

5．4　地球観測（MTPE）

・総予算は14億1730万ドルである。

（1）地球観測システム（EOS）　6億7970万ドル

・最初のEOS衛星であるEOS　AM－1を1998年6月に、Landsat
　－7を1998年12月に打ち上げる。

・EOS予算は、TOPEX／Poseidonの後継機であるJason－1
　（1999年12月打上げ）、ADEOS－llに搭載されるSeaWinds
　及びニューミレニアム計画のEO－1（1999年5月打上げ）の開発を含んで
　いる。

（2）EOSデータ・情報システム（EOSDlS）　2億4470万ドル
’EOSDlSは・EOS衛星の運用、基礎データの生成と配布、及び高次プロダ
　クトの生成を行い、全米9カ所のチータ保存センターより構成される。

’EOS『AM1とLandsat－7に対応したEOSDlSバージョン2．0
　が1998年5月より運用開始となる。
（3）地球探査機　4070万ドル

・現在承認されている地球探査機はTRMM、LewisとClark（1997
　年度打上げ）・ADEOSに搭載されているTOMSとNSCATなどである。
・1997年半ばに、NASAは最初の地球システム科学パスファインダ（36カ
　月以内に開発される小型の科学主導の衛星。運用費を含むミッションコストは数

　千万ドル以内）のミッションの選定を終了する予定である。打上げは2000年。

（4）地球システム科学　2億7110万ドル

・1996年忌発行されたMTPE科学研究計画に基づいて地球システム科学の研
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究を行う・1997年より民間からユニーウなデータセットの購入を開始する。

（5）運用、データ検索と保存　54．2百万ドル

●既存のMTPE衛星の運用及びデータの取得・処理及び長期データセットと評価
　済みデータ成果品の保存を行う。

’高性能計算・通信プログラムのNASA分担費用及びスーパーコンピュータの運
　用弁を含む。

（6）全地球環境学習・観測（GLOBE）　500万ドル
（7）打上げサービス　1億2190万ドル

5．5　航空及び宇宙輸送技術

・総予算は14億6950万ドルである。
・技術実証に焦点を当てた研究を、産業界との協力の基に推進する。

（1）航空研究及び技術　9億2010万ドル

　（a）高速度研究　2億4500万ドル
　・将来が期待される高速度民事輸送機（HSCT）のための先端技術を研究する。

　（b）先進亜音速技術（AST）　2億1100万ドル
　・連邦航空局及び産業界との協力により、生産性の高い亜音速航空機システムを

　　実現するための技術開発を行う。

　（o）高性能計算・通信（HPCC）　4570万ドル
　・コンピュータの計算速度を現在の千倍に高め、通信能力を現在の百倍にする研

　　究を行う。この他に宇宙科学、MTPE、教育プログラムからも予算が拠出さ

　　れ・NASA全体としてのHPCC拠出額は7億3800万ドルである。
　（d）研究・技術基盤（R＆T）　4億1830万ドル
　’革新的航空宇宙コンセプト、物理的な理解及び理論・実験・計算ツールを開発

　　する。

（2）先端型宇宙輸送　3億9660万ドル
。宇宙輸送・技術局から髄空・宇宙輸送技術局に移管されたプログラムで、打上げ

　コストの飛躍的低減、安全性と信頼性の向上、新たな宇宙空間用推進システムの

　確立を目標としている。

・1998年度には、概念解析、地上での技術開発、飛行実証機（DC－XA、X
　－34、X－33）の関連経費を積算している。
（3）商業技術計画　1億5280万ドル
’宇宙輸送・技術局から航空・宇宙輸送技術局に移管されたプログラムであり、N

　ASA技術の蓄積、技術データベースの維持、商業的価値の評価、普及・啓発と

　NASA技術のライセンス付与に係わる支援を行う。

・中小企業革新研究プログラム（SBlR）には1億2500万ドルが割り当てら
　れている。
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5．6　学術プログラム

’総額9640万ドルであり・教育プログラムと少数民族大学研究・教育プログラ

ムを含む。教育プログラムには、学生支援、教職員能力開発、教育システム改善

支援・及び教育技術を含み・学生支援の中にはSAREX（シャトル飛行中に搭
乗員と子供たちがアマチュア無線で交信する）が含まれる。

5．7　ミッション支援

・総額25億1320万ドルで、安全・信頼性及び品質管理、宇宙通信サービス、
研究及び計画管理、施設建設を含む。

・宇宙通信サービスでは、TDRS－Hを開発し、1999年に打ち上げる予定で
ある。

以上
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表一1 1998年度米国連邦政府予算大統領案総括表

Table　S－1．　OUTLAYS，　RECEIPTS，　AND　D：EFICIT　SUMMARY
　　　　　　　　　　　（ln　biUions　of　dollars）

1996
Actual
　　　　1997　　　　1998

Estimate

1999　　　　2000　　　　2001　　　　2002

　　　　歳出
　　裁量的経費
　　　　国防
　　　　国際
　　　　国内

裁量的経費小計

　　義務的経費
　　プログラム
　　社会保障

OuUays3
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　Internationa1＿＿．．＿＿．．＿＿＿＿．．＿＿＿＿＿＿．．．．

　Domestic．＿＿＿．＿．＿＿＿＿＿．＿．．．＿＿＿＿．＿＿．．．

　　Subtota1，　discretionary．＿＿．＿＿．＿．＿＿＿．＿．

Mandato竃y：
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　　　aid）＿．＿＿＿＿．＿＿＿＿＿．．＿．＿＿．．＿＿．．＿．．．．．

　　Deposit　insurance．＿．＿＿＿＿．＿＿．．＿．＿＿＿．
　　Other＿＿＿＿＿．．．＿＿＿＿．．＿．．．．．．．．．．．．．＿＿．．＿．．．

　　Subtota1，　programmatic＿＿．＿＿．．＿＿＿＿．

　Undistributed　of臨etting　receipts．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

　　Subtota1，　mandato】ry．．＿．＿．．．＿＿＿＿．．．．＿．＿．

Net　inberest
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プログラム小計

義務的経費小計

　　　純利子

347．1　　　　364．2　　　　380．9

263．3　　　　290．1　　　　310．2

95．3　　　　103．8　　　　107．4

－8．4　　　　－12．1　　　　　－4．0

125．2　　　　134．0　　　　151．2

398．6　　　　417．7　　　　438．0

328．4　　　　344．8　　　　368．5

111．6　　　　117．1　　　　115．3

－2．0　　　　　－1．1　　　　　－1．6

158．2　　　　169．8　　　　168．3

459．7

393．9

121．9

－1．5

167．7

822・5　880・1　945・7　99491ρ48．31，088．51，141」

一37．6　　　　－46．5　　　　－55．6　　　　一雲3．5　　　　－46．0　　　　－50．1　　　　－68．0

7849　833・6　89α2　951忍1ρ02．31，038．51μ3．8

241．1　　　　247．4　　　　249．9　　　　251．8　　　　248．2　　　　245．0　　　　238．8

義務的経費＋純利子小計Subtota1．　mandato＝y　and　net　interest＿＿．＿．．

　　　　　歳出計Total　outlays．＿＿．．＿＿．．＿＿．＿．．．＿＿＿＿＿＿．．．＿＿．

　　　　　　歳入Receipts＿＿＿＿．．＿＿＿＿＿＿．．＿＿＿＿．＿＿．．＿＿＿．

　　　赤字／黒字Deficit！Surplu8＿．．．＿＿＿＿＿．＿．．＿＿．．＿＿．．　＿．

　　　　　　　　Memorandum3
　　　　　　　　　Discretiona竃y　Budget　Authority：
　　　　　　　　　　National　De色nse．　．．．．．＿．．．．．．．．．．．．．．．＿．．．＿．．．．．．

　　　　　　　　　　Internationa！．＿＿．．＿＿＿．＿＿＿＿＿．．＿．＿＿＿＿．

　　　　　　　　　　Domestic．．．．＿．＿＿＿．．＿．＿＿＿＿＿．＿＿＿．＿．＿＿．●
　　　　　　　　　　Tota1

1，026ゆ　　　1，081ρ　　　1，140．0　　　1，203．2　　　1，250．5　　　1，283．5　　　1，312．5

1，560．3　　1・631∬　　　1，687．5　　1，760．7　　1，814．4　　19844謹5　　1，879！7

　　　　　　　ロ1，453．1　　1，505護　　　1，566．8　　1，643．3　　1，727．3　　1，808β
1，896．7

一107．3　　　－125£　　　一120．6　　　－117ご4　　　　●B7．1　　　　－36．1　　　　’17．0

265．0　　　　263．1　　　　266．0

18．1　　　　　18．1　　　　　23．0

219．3　　　　224．6　　　　241．5

269．8　　　　275．5　　　　282．0

20．1　　　　　19．1　　　　　18．8

245．5　　　　247．9　　　　248．6

289．8

18．8

252．0

502．5　　　　505．8　　　　530．5　　　　535．4　　　　542．5　　　　549．4　　　　560．6

　クりントン米大統領及び副大統領は2月6日に予算を示した。この中で、200

2年までに財政赤字をなくす方針として、歳出削減を進めて2002年には170
億ドルの黒字で均衡予算を実現することを表明した。

　この大統領案によると、1998年度米国連邦政府予算は、歳出1兆6875億
ドル、歳入1兆5668億ドル、財政赤字1206億ドルとなっている。
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表一2　NASA1997年度認可予算と1998年度大統領予算案の分野別比較

単位：百万ドル

予算項目 FY97認可予算 FY98大統領案 増減額 備考

No． A B B－A
1 有人宇宙飛行 56748 5326．5 「34＆3

1．1 宇宙ステーション 2148．6 2121．3 一27．3

1．2 米露宇宙協カプログラム 100．0 0．0 一100．0

1．3 スペースシャトル 3150．9 2977．8 一173．1

1．4 ペイロードおよび利用運用 275．3 227．4 一47．9・

2 科学・航空および技術 ＝545a1 5642．0 1883

2．1 宇宙科学 1969．3 2043．8 74．5

2．2 ライフサイエンス・微小重力科学および応用 243．7 214．2 一29．5

2．3 地球観測 1361お 1417．3 55．7

24 航空および宇宙輸送技術 1339．5 1469．5 130．0

2．5 ミッション通信サービス 418．6 400．8 一17．8

2．6 学術プログラム 120．4 96．4 一240

3 ミッション支援 2564．3 2513．2 一51．1

3．1 安全・信頼性および品質保証 38．8 37．8 一1．0

3．2． 宇宙通信サービス 277．7 245．7 一32．0

3．3 研究および計画管理 2092．5 2070．3 一22．2

3．4 施設建設 155．3 159．4 4．1

4 監察総監 17．0 18．3 13

鷲職三子灘同案鍍；ξ撫獅6馳∫糊鰺∴謡
’h ﾕ～ぐ，．

ﾎ2◎馳～
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表一3 NASA1997年度認可予算と1998年度大統領予算案のプログラム別比較

・：　万ドル

項目 髄9エ認可 α9旦；麺麹題塞 減額 備考
No． A B B－A1 人　　　　帰 5674．8 5326≧5 齢348ら3
1．1’・◆ ス目・一シヨン 2↑48」6． 2121．3 一27・3’

1．1．1 ◎開発 1766．3 1386．1 一380．2
1．12 ＠運用 177．6 490．1 312．5
1．1．3 o　　プロ　ーム 2047 245．1 404
ヨ2・ カプロ　ーム”∵　… ，00．0 ．α0 曲100●0
1．3．・． スベ：一」ス・款　　ル

3150．9 29刀」8 8173．｛．・

1．3．1 ◎シャトル運用 2514．9 2494．4 一20．5
1．3．2 o　　　・　　口上 636．0 483．4 一1526
b4… ペイロム◆、よ　　　　　…．・凸響 ．27甑3 227」4 砧479．
1．4．1 ⑥スペースラブ 50．3 14．2 一36．1

1！L2 ⑥ペイロード整備および支援 41．7 51．6 9．9
1．4．3 ＠先端プロジェクト 34．7 58．7 24．0
1．4．4 ⑥工学・技術基盤 148．6 102．9 一45．’7

2 ・　およ 545制 5642．o 佃8．9
21や．ぐ．． ．．∵：．●●…　．　． 96　3く．． 04　a 745
2．1．1 ＠先端X線天体物理観測機（AXA：F） 178．6 92．2 一86．4

2．12 ＠カッシー二 89．6 9．0 一80．6
2．1．3 ＠合力ブローブーB（GP－B） 59．6 45．6 一14．0
2．1．4 ＠宇宙赤外線望遠鏡（S1：RTF） 0．0 81．4 81．4
2．1．5 ＠熱圏・電離圏・中間圏のエネルギー学と力学（TIMED） 18．2 48．2 30．0
2．1．6 ＠搭載観測機器開発 16．9 12．3 一4．6

2．1．7 ＠探査機開発 125．0 142．7 17．7
2．1．8 ＠マーズ・サーベイヤ計画 90．0 139．7 49．7
2．1．9 ⑥ディスカバリ計画 76．8 106．5 29．7
2．1．10 ◎ニューミレニアム計画 48．6 75．7 27．1

2．1．11 ＠先端宇宙技術 132．0 151．2 19．2
2．1．12 ＠ミッション運用およびデータ解析 583．3 507．4 一75．9
2．1．13 ◎研究および技術支援 246．0 311．2 65．2
2．1．14 ＠亜軌道計画 64．1 84．4 20．3

21．15 o　　齢　一ビス 240．6 2363 一43
2　：：域 〕　　　　エシス・　” 4．γ 142’ α6
2．2．1 ◎ライフサイエンス 97．4 85．5 一11．9

2．22 ◎微小重力研究 105．3 101．4 一3．9

2．23 ◎航空宇宙医学 3．8 7．5 3．7

2．2．4 ◎シャトル！スペースラブペイロードミッション管理・インテグレーショ’ 24．2 6．9 一17．3

2．2．5 o　　　品 13．0 12．9 一〇1

2．3’ 36．6 141．3 5　7
2a1 ◎地球観測システム（EOS） 586．7 679．7 93ρ
23．2 ◎EOSデータ情報システム（EOSDIS） 254．6 244．7 一9．9

2．3．3 ◎アースプローブ開発 57．2 40．7 一16．5
2．3．4 ◎地球システム科学 295．4 271．1 一24．3
2．3．5 ◎運用、データ検索および保存 78．0 54．2 一23．8

23．6 ◎全世界環境学習・観測（CLOBE） 5．0 5．0 0．0

2．3．7 o　上｝サービス 84．7 121．9 372
24 、　　　　　　　　　　　　　　　，

1339．5 69．5 130
2．4．1 ◎航空研究および技術 844．2 920．1 75．9
2．4．1．1 O研究技術基盤（R＆TB8se》 404．2 418』 14．1

2．4．1．2 0重点プログラム 440．0 501．8 61．8
2．4．1．2．1 。高性能コンピニータおよび通信 23．3 45．7 22．4
2．4．1．2．2 ・高速度研究 243．1 245．0 1．9

24．1．2．3 ・先端型亜音速技術（AST》 173．6 211．1 37．5
2．4．2 ◎先端型宇宙輸送 336．7 396．6 59．9
2．4．2．1 0再使用型宇宙往還機 283．5 353．5 70．0
2．4．2．2 O先端型宇宙輸送技術 53．2 43．1 一10．1

2．4．3 ＠商業技術計画 158．6 152．8 一5．8

2．4。3．1 0商業技術計画 25．8 20．0 一5．8
．

2．4．3．2 O国立技術移転センター（NTTC） 7．8 7．8 α0
2．4．3．3 O　小ム　　　　　　　プログーム 125．0 125．0 00

ミφシン’　サー 1．6 400．8 ．岬P　8
2．5．1 ⑥地上ネットワーク 245．6 224．7 一20．9
2．5．2 ⑥ミッション管制・データシステム 147．1 145．0 一2．1

2．5．3 o　　、・ワー　　　　　一ビス 25．9 3L1 52
2 ロ　　一 1　．

●
卿4。

2．6．1 ＠忌月プログラム 65．6 55．5 一10．1

2．6．2 ⑨少数民族大　　　・教育 54．8 40．9 一13．9

3 ミツソヨン 2564．3 25132 暁5t1
3．1． ◆　　　　　　　　　、 38．8 37．8 ・10
3．2 一ビス　・ 277．7 245．7 』320
3，2．1 ＠宇宙ネットワーク 185．1 161．2 一23．9
3．2．2 o通 92．6 84．5 一81
3．3 ’よ 209Z5 2070．3 占222
3．4 施設建設 1553 159．4 41
4 重7．0 1IL3 t3

騨ス　・，・礁癬榔鍮や雑痴“購・。拓・＿q’ 二　γ、137092∫ ヂ㌧よ…1350α0． 〆、㍉船軍2092ま
・：人

．監塞鑑爽 198 198 0
2050雪（565） 19559（514） 一942（一51》

注：（）内の数字は、総職員数に含まれる常勧以外の職員数を表す。
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●　　　　　　　　　　●

より速く、より良く、より安く

　　　　　平均衛星開発時間（単位：年） 平均年間打上げ回数（単位：回）
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’

関連予算を含めるとFY97、　FY98とも21億ドル．

一
δ
一

有人宇宙
飛行

宇宙ステーション＿＿＿、＿＿、＿＿．＿，．唱＿W．＿＿＿W＿＿＿W．．＿．W．灘

米露宇宙協力肱

スペースシャトル冊吊w＿、w＿、w＿、w＿w＿．＿＿＿冊＿＿、w描、＿＿＿＿w〃＿＿＿w＿＿＿．

ペイロードおよび利用運用鮒鱒猟

科孚・航空お

よび技術

宇宙科学w“＿、粘w．、、＿．猟、冊＿＿w。鱒、冊＿冊一鱒一・描一蹴w齪

ライフ・微小重力科学および応用螺＾＿．

地球観測，＿駅＿w＿＿品＿＿＿描犠マ冊．w冊．w描犠

航空および宇宙輪送技術＿＾＿冊W．＿＿＿W＿燗＿．＿＿＿V＿、

ミッション通信サービス轄轍紺脚甜

ミッション

支援

学術プログラム、轍：

安全・信頼性および品質保証．

宇宙通信サービスw＿描

研究および計画管理＿＿．w＿＿＿＿．蝋＿＿＿＿卍艸．＿＿＿＿．＿．＿＿＿＿＿＿．

監察総監

施設建設

監察総監

0．00 500．00 1，000．00 1、500．00 2ρ00．00 2，500．00 3．000．00

田FY98大統領案

ロFY97実行予算

3，500．00

図一3　NASA1997年度認可予算と1998年度大統領予算案の分野別比較 単位：百万ドル
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図一4　　大統領予算におけるNASA長期予算要求の推移



単位：人

1993年度 1996年度 2000年度

・NASA職員：24，900

・管理職一名に対する

職員数割合：　1：5．4

・本部職員数：　2，200

削減率

16％

・NASA職員：20，938

・管理職一名に対する

職員数割合：　1：8．7

●本音獺数：　　1，350

削減率

12％
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手段：

・バイアウト・プログラム（1996年

度NASA連邦職員削減法）の実施

・採用凍結

・組織変え

・転属（HQs→各フィールドセンター）

合理化 ・9

D

・バイアウト・プログラム（1996年

度NASA連邦職員削減法）の実施

・整理統合

・外部人材の流用（期間限定契約等を利用）

・転属（HQs→各フィールドセンター）

調査繰注：　NASA職員を含む連邦職員は等級GS－1からGS－15に分けられ、またこれらの各等級は1号から10号までのステップに分類されている。　GS－15の上には、

シニア・エグゼクディブ・サービス（SES）と呼ばれる上級管理職員（理事クラス以上）が存在する。　SESも1から6までの6段階に分類されている。上記囲みの中の管理職（ニ

スーパーバイザー》には、GS－14と一GS－15およびSESの全員が含まれている。

図一5 1993年度から2000年度にかけてのNASA職員再編過程（予算定員）



◆

別紙一1

隔A予算記者発表におけるダニエルS．ゴールディン長官の声明

　　　　　　　　　　1997年2月6日

　　　　　　　　　　　（全訳）

昨年3月私はこの壇上に立ち、我々が1995年に驚くべき一年を過ごしたことを皆様にお伝えした。そして、

クリントン政権に1997年度に対して安定した予算配分を要求し、それが叶ったことをお伝えした。

我々は、米国民に対しての約束を守るため、隔Aに安定した予算を与えるようクリントン政権に要求し

た。国民へ対する約束とは、歴史的発見を生むための適切且つ驚嘆に値する科学・航空ミッションの推

進であった。そして、醐Aはその約束を守った，

大統領も我々の主弓厨ご理解を示し、宇宙プログラムへ対しての公約を果たしてくれた。大統領もそして

その政権も、醐Aが以前より少ない予算でより多くの事業を推進していることを認識している。

昨年」997年度の予算は安定していた。しかしJ997年度以前の予算‘ま我々の期待を下回っていた。私

は、そうした傾向が改善されることを祈っていたし、また事実そうなったことを報告出来てうれしく思

っている。

大統領は今後5年間安定した予算を付与するつもりである。大統領1よ適切なプログラムに対し、以前よ

りも小額の予算をバランス良く配分するという挑戦に臨んでいる。MSAは、大統領が慎重に考慮しなけ

ればなら勧、つた機関の一つである。大統領は、醐Aが予算削減を受入れながらも世界でも一流の科学

を生み出していることを認めた。しかし、それ1榔Aの努力ばカ、りの結果ではない。今回の安定した予

算は、科学技術に対してクリントン政権が公約を果たしていることを表している。

我々は将来、鵬Aの科学技術をすべての米国民の生活向上を可能にするためのプログラムに集中するこ

とになろう。

航空の分野で‘去我々がF爪、DODおよび産業界と共に開発した新戦略技術目標を実行する。これらの目

標を掲げることにより、飛行の安全改善や航空機運行費用および路汽空機による騒音や排気ガスの509硝II

減を目指している。

隔Aはまた、気候や気象予測分野で徹底的な研究を積極的に推し進めるつもりである。我々はこうした

礪溺1の勧、でβ醗されたツールを粗内碗磯馳蝶に矧糺ていくつもりである。な龍ら

それは、すべてのアメリカ人と全世界の人々の暮らしを向止させることにつながるからである。

地球から、我々は星を見上げている。
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●

安定した予算を付与することにより、大統領は人々にとって適切なプログラムを推進するための公式許

可をMSAに与えたと言える。それは、起源（オリジン）プログラムである。オリジンプログラムは、宇宙

に関しての疑問に応えるために立案された。

オリジンプログラムは、宇宙の様々な面とその創造、化学元素や銀河、恒星、そして惑星の成り立ちに

ついて研究する。我々は、宇宙の成り立ちから地球上の生命に及ぶ謎を解明することになろう。

オリジンプログラムの中で最も興味をそそる部釧よ以下の通りである。

・2005年までに地上にサンプルを持ち帰ることを目標にしているマーズ・サーベイヤー・プログラムの

推進ペース加速，

・エウロバ（木星の衛星の一つ）を探査し、冥王星と太陽の近くを通過し、彗星からサンプルを持ち帰る

ためのハイテクで低コストの次世代インテリジェント衛星および機器の開発プログラム。

・鋤孫恒星および惑星システムの誕生を解明し、将来型宇宙望遠鏡を琴1心して他の置星の周りを回

る惑星を観測する方法を我々に教えるであろう処置を講じるた繊宇宙赤外線望遠鏡（SIR正）の2001年

打上げ，

・宇宙をその本当の初期まで観測するための次世代宇宙望遠鏡と、他の恒星の周りを回る惑星を発見す

るための宇宙干渉計を製作するために必要とされる技術開発プログラム。

・宇宙の最も単純な生命体の誕生と初期の進化の連鎖過程の研究のための宇宙生物学プログラム。この

プログラムを通して、MSAはライフサイエンスの分野に最高の知性の持ち主だちを呼び集め、宇宙の

謎を解明するためのプログラム間のバランスを取る予定。

MSAにおいて、我々はこのオリジンプログラムに関し、興奮を禁じ得ないでいる。しかし、同プログラ

ムは実は醐Aのプログラムではないのである。それば米国民のプログラムに他ならない。米国民は人の

起源がどのように始まり、い力忙して太陽から三つ目の青い惑星に導かれたの創こついて知りたがって

いる。

宇宙に関して学ぶためには、スペースシャトルプログラムを通しての方法もある。シャトルプログラム

は掲げられた公約を守り、納税者に対してぱ彼らの税金以上のものを返し続けている。1993年以降飛

行中のハードウェアの問題は半減し、信頼幽ま従来の三倍まで高まった。

シャトルは今や科学を実行するため、勒道上で以前より多くの時間を費やしている。隔Aのシャトル運

用の為の新たな主契約者であるユナイテッド・スペース・アライアンス社（US．八社）は契約が開始され

てから4ヶ月であるが、移行ま非常にうまく進んでいる。こうした変化ぱシャトルの予算が過去4年の

間に2496も肖ll減されたことに起因する。正直な所、シャトルは以前と比較してより安全になったばかり

でなく、機能も向上している。シャトルは、米国民に彼らの税金以上のものを返している。MSAは、今

後もシャトルの安全性および効率向上のためさらなる努力を重ねていく所存である。

1998年、国際宇宙ステーションプログラムで‘よ歴史上画期的な出来事が起ころうとしている。ステー

ションの最初のハードウェア部分がこの11月に打ち上げられるのである。過去3年間にわたり、我々は過

去に体験したことのない程の経験を積み、宇宙における共通の目標に向って他の参加国と共に活動する
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ことによって非常に多くのことを学ん接この一鋤、ら、醐Aは他の惑星への道しるべをつけると共に、

宇宙の広大な広がりを探査するために前進する。

再使用型宇宙往還機プログラムは、次世代再使用型宇宙輸送システムのための新技術を開発し、実証す

るためのものである。将来これらの技術が往還機に使用され、低地球軌道へのペイロード打上げ賓用を

1桁・すなわち1ポンド当た巨万ドルから1ポンド当たり千ドルまで軽減することになると我々は期待

している。一方、信頼幽ま最低でも十倍向上すると予想している。

これらはすべて非常に束1傲的なミッションであるbそして、我々はこれらのプログラムを4年前に予想し

ていたよりも少ない予算で実行しているのである。

1994年度予算の中で、我々はMSAの1998年度予算は168億ドルになると予想していた。しかし、1998年度

大統領予算案によると、同年度のM給A予算は135億ドル1こなっている。何という違いだろう。しかし、そ

うした少ない予算であるにもかかわらず、我々のプログラ封まうまく遂行されているのである。例えば

1992年には25、000人いたNASA職員は現在19、000人程度となっている。

今後の予算予測を見ると、1998年度の大統領案で135億ドルとなったMSA予算は、1999年度には134億ド

ル、2αDO年度以降には132億ドノレになり、安定した長期資金となることが予想されている。

確削こ、そんな額では充分ではないと言う人々もいる。しかし、これらの数字は我々が予想していたよ

りも大きく、充分であると私は考える。大統領は、多くの機関から寄せられる要求に関してバランスを

取らなければならず、我々はそのことを充分に理解している。肖鍼された予算でも、醐Aはオリジン

のようなプログラムを米国民に提示することが出果またそうするつもりである。

〈結びにあたって〉

今回の予算により、MSAはすべての米国民の生活をより豊かにするたあ、航空および宇宙のフロンティ

ア開拓の仕事を遂行することができる。大統領が隔Aへ対して寄せている信頼と、次の世代を担う米国

民たちに対しての大統領の公約に感謝し、我々も約束を果たしていくことを誓う。

これから数ヶ月にわたり、議会と密接に協議を重ねていくことになる斌私は議会も醐Aが現在行って

いる仕事の価値および過去の業績を認めてくれると信じている。

鵬Aは、今後も将来を形作るような数々のミッションを創造し、歴史の本を書き換える発見をしていく

に違いないb

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
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利用者のためのAPEC地球観測セミナーの開催について

日
課
課

　

1
用
球

月

2
利
地

年
9
宙
洋

成平
宇
海

1．開催経緯

　平成7年10月、中国北京で開催されたAPEd科学技術担当大臣会合にお
いて、科学技術庁より、　「宇宙からの地球観測データを用いた地球の理解に関

する研究」及び「地球観測情報ネットワーク（EOIN）」を提案した。

　平成8年9月、豪州キャンベラで開催されたAPEC産業技術ワーキンググ
ループ会合において、上記提案の具体化として地球観測データの実利用に関す．

　るシンポジウム及びEOINセミナーの開催をAPEC諸国ヘアナウンスした。

2．開催趣旨
　　地球観測データを様々な分野で活用するため、利用者のための地球観測とい

　う視点からAPEC域内における地球観測情報の実利用促進のための協力方策

及びネットワークを用いた情報流通のあり方について情報交換と討議を行い、

　APEC域内における地球観測分野での協調のあり方を探る。

3．セミナーの概要

　（1）主催者

　　　科学技術庁、宇宙開発事業団

（2）日程

　平成9年3月3日（月）～5日（水）
　　　　　摯

（3）開催場所

　芝パークホテル（3、4日）

　宇宙開発事業団地球観測データ解析研究センター（5日）

（4）プログラム及び講演者

　別紙の通り
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APBC　Seminar　on　Earth　Observation　for　Users

邦題　：利用者のためのAPEC地球観測セミナー
プログラム（案）

一 講演プログラム　一

第1日　全体セッション　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

焉@容　EOINセミナーと実利用シンポジウムを前に、一般にも本セッションを
’公開し、セミナーの趣旨であるAPEC諸国における地球観測データの流
通、利用の促進、地球変動研究等に関する講演を行う。

日　時　　平成9年3月3日（月）　9：30～17：00
会　場　　芝パークホテル

第2日　実利用シンポジウム

内　容　宇宙からの地球観測デーダを用いて持続可能な開発への貢献を果たすため
APEC諸国の地球観測データの実利用促進に向けた取り組みと利用の実
例について参加国が講演を行う。また、パネルディスカッションと地球観
測データ利用に関する将来提案を行う。

日　時　　平成9年3月4日（火）　9：30～18：30
会　場　　芝パークホテル

第3日　EOINセミナー

内　容　地球科学研究の促進に向け、地球観測デー・タの流通、利用の現状と今後の
可能性について、APEC参加国と関係国際機関より報告を行う。また、
パネルディスカッションでは、アジア太平洋地域の地球観測情報ネットワ
一ク構築のための要求事項に関する技術協力についてディスカッションを
行い、今後の方針の提案を行う。

日　時　　平成9年3月5日置水）　9：30～17：00 ●

会　場　　宇宙開発事業団　地球観測データ解析研究センター　会議室

辱。・

一　デモンストレーション　一
内　容　　：　芝パークホテルの会場の入り口に数台のパソコンを持ち込み、CD－ROM

を用いたデモを用意する。
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　　　　　　利用者のためのAPEC地球観測セミナー　プログラム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成9年2月18日現在

3月3日　　　　全体セッション

og：00　　レジストレーション

og：30　　1．開会挨拶　　　　　　（科学技術庁）

09：45　　2．基調講演
　　　　　「利用の時代一地球観測の今後」
　　　　　　　　　　　　　　　　坂田　俊文（東海大学情報技術センター所長）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（地球科学技術推進機構　機構長）

　　　　　　　　　　一休憩（10分）　一

10：25　　3．一・般講演

　　　　　第1部　アジア’・太平洋地域における地球観測情報の利用

　　　　　（1）地球観測衛星「みどり」による海洋環境の観測について
　　　　　　　　　　　　　　　　森山　隆（宇宙開発事業団（NASDA））
　　　　　（2）災害監視分野におけるリモー・トセンシングデータの利用
　　　　　　　　　　　　　　　　Epifanio　D．　Lopez（フィリピン大学）

　　　　　（3）リモートセンシングデータを利用した地球地図作成への取り組み
　　　　　　　　　　　　　　　　丸山弘通（国土地理院（GSI））

11：55　　　　　一昼食（1時間5分）　一

13：00　　（4）地球変動予測と地球観測情報の利用
　　　　　　　　　　　　　　　　杉　正人（気象庁気象研究所（MRI））
　　　　　（5）ラテンアメリカにおけるリモートセンシングデー・タの利用．

　　　　　　　　　　　　　　　　Maudcio　F．　A■aya
　　　　　　　　　　　　　　　　（南米リモートセンシング学会（SELPER））

14：00　　第2部　ネットワークを活用した地球観測情報の利用

　　　　　（1）EOSDISとEarth　Scien㏄Network
　　　　　　　　　　　　　　　　Richard　des　Jardin（アメリカ航空宇宙局（NASA））

　　　　　（2）海洋観測データの管理解析システムの概要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（海洋科学技術センター』（JAMSTEC））　　　　　　　　　　　　　　　　大塚　　清
　　　　　（3）カナダにおける地球観測データのインフラ整備
　　　　　　　　　　　　　　　　Robert　O・Neil（カナダリモートセンシング

　　　　　　　　1：　　　　　　　　　　　　　センター（CCRS））
　　　　　（4）オーストラリアにおける科学データネットワーク
　　　　　　　　　　　　　　　　Michael　Clarke（豪州連邦科学産業研究機構（CSIRO））

　　　　　　　　　　一　休憩（15分）　一

15：55　　（5）アジアにおける地球観測情報ネットワークの利用

　　　　　　　　　　　　　　　　菊池　博（宇宙開発事業団（NASDA））
　　　　　（6）APEC諸国における海洋及び気候分野への地球観測データ

　　　　　　ネットワークの利用
　　　　　　　　　　　　　　　　John　Withrow　（政府間海洋学委員会／国際連合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育科学文化機関（10CIUNESCO））

16：45　4．ADEOSデータの紹介
　　　　　　　　　　　　　　　　田中　佐（宇宙開発事業団（NASDA））

17：10　　5．閉会
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・3月4日　　　　　地球観測データ実利用シンポジウム

09：00　　レジストレーション

og：30　　1．開会挨拶
　　　　　　　　　　　　　　　　　（科学技術庁）

09：45　　2．基調講演
　　　　　　「アジア・太平洋地域におけるリモートセンシングデータの実利用の

　　　　　　現状と課題」　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　村井　俊治（東京大出教授）

　　　　　　　　　　一休憩（15分）　一

10：30　3．APEC域内におけるリモートセンシングデータの実利用への取組み

　　　　　（1）日本におけるリモートセンシングデータの実利用への取組み
　　　　　　　　　　　　　　　　太田尾　純吉　（宇宙開発事業団（NASDA））

　　　　　（2）カナダにおけるレーダーサット衛星データの実利用への取組み
　　　　　　　　　　　　　　　　Surendra　parashar（カナダ宇宙庁（CSA））

　　　　　（3）リモートセンシングデータ利用のためのソフトウエア開発戦略
　　　　　　　　　　　　　　　　：Lim　Hock　（シンガポール大学）

12：15　　　　一　昼食（1時間15分）　一

13：30　4．さまざまな分野でのリモートセンシングデータの実利用の現状及び課題

　　　　　（1）オーストラリアにおける海洋環境監視分野でのリモートセンシングデータ

　　　　　　　の利用
　　　　　　　　　　　　　　　　William　Skirving　（豪州海洋研究所（AIMS））

　　　　　（2）インドネシアにおける森林監視分野でのリモートセンシングデータの利用
　　　　　　　　　　　　　　　　Riadika　Mastra（インドネシア国土地理院
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（BAKOSURTANAL））

　　　　　（3）米国の農業分野におけるリモー・トセソングデータの利用

　　　　　　　　　　　　　　　　　（米国EOSAT社）

　　　　　（4）タイのさまざまな分野におけるリモートセンシングデータの利用
　　　　　　　　　　　　　　　　Suvit　Vibulsresth　（タイ国家研究評議会（NRCI））

　　　　　　　　　　　一休憩（15分）　一

　15：45　　5．パネルディスカッション
　　　　　　テーマ：「リモートセンシングデータの実利用の現在と将来」

　　　　　　　　　コーディネーター
　　　　　村井俊治

パネリスト太田尾純吉
　　　　　Surendra　Parashar

　　　　　Lizhong　Zheng

18：306．閉会

Epifanio　D．　Lopez

Ir．　Paul　Suharto

Chaivat　Arunotivat

（東京大学）

（宇宙開発事業団（NASDA））
（カナダ宇宙庁（CSA））

（中国国家科学技術委員会、

　中国国家遥感中心（NRSC））

（フィリピン大学）

（インドネシア国土地理院

　（BAKOSURTANAL））
（タイ内務省都市計画局）

一4
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3月5日　　　地球観測情報ネットワーク（EOIN）セミナー

09：00　　レジストレーション

09：30　　1．開会挨拶　　　　　　　（科学技術庁）

og：45　　2．一般講演

　　　　　第1部　国際的共同研究とデータネットワーク

　　　　　（1）GOIN（日米地球観測情報ネットワーク）の実施へのアプローチ
　　　　　　　　　　　　　　　　Lawren㏄Enomoto　（米国海洋大気庁（NOAA））

　　　　　（2）GCOS（全球気候観測システム）データ情報管理パネル活動状況と・

　　　　　　　アジアネットワークへの応用戦略
　　　　　　　　　　　　　　　　Lawren㏄Enomoto　（米国海洋大気庁（NOAA））

　　　　　（3）CEOS（地球観測衛星委員会）情報システム作業部会活動状況と

　　　　　　　アジアネットワー・クへの応用戦略
　　　　　　　　　　　　　　　　菊池博　（宇宙開発事業団（NASDA））

　　　　　（4）アジア太平洋地域におけるネットワーク協力構想
　　　　　　　　　　　　　　　　後藤　壮輔（宇宙開発事業団（NASDA））

　　　　　（5）宇宙開発事業団における地球観測データ公開の取り組み
　　　　　　　　　　　　　　　　吉田　和雄（宇宙開発事業団（NASDA））

12：15　　　一　昼食　一

13：20　　第2部　アジア太平洋地域のデータセットとそのアクセス手段

　　　　　（1）GRNS（グローーバル・リサーチ・ネットワーク・システムン活動状況

　　　　　　　　　　　　　　　　五十嵐　保（宇宙開発事業団（NASDA））

15：35

17：20

（2）中華人民共和国

（3）フィリピン共和国

（4）マレーシア

Jianmin　Xu（国家衛星気象センター（NSMC））

Virgilio　S．　Santos

（環境天然資源省地図資源情報局（NAMRIA））

Nik　Nasruddin　Mahmood
（マレーシアリモー・ト

センシングセンター（MACRES））

（5）大韓民国

　　　　　　　　　　　Kyoung　Yoon　Park
　　　　　　　　　　　（システムエンジニアリング研究所（SERI））

（6）オーストラリア連邦
　　　　　　　　　　　Michael　Clarke　（オーストラリア連邦科学産業研究
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　機構（CSIRO）．）

　　　　　　　　　　一休憩（15分）　一

3．パネルディスカッション
　　　　モデレー白目　　新井　康平（佐賀大学）

4．閉会挨拶　　　　　　　（科学技術庁）

5。




